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モ
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読
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あ
げ
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ネ
ズ
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お
び
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て
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仲
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※戸籍の窓は、届出者から了解を得て掲載しています。
※世帯主名、区名は住民票に基づいています。

●人口16,787人（前月比 ＋123）男8,338人　女8,449人
●世帯数7,987世帯（前月比 ＋106） （5月1日現在）

『活の入れ方』
工藤公康ほか／著

出版：幻冬舎

『すごいぜほんのちからって！
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『天国からの宅配便』
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出版：双葉社

『いまのきもちはどんないろ？』
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出版：KADOKAWA
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依
頼
主
の
死
後
、
預
か
っ
た
荷
物
を
し

か
る
べ
き
人
の
も
と
へ
届
け
る「
天
国
宅

配
便
」。
こ
の
世
か
ら
い
な
く
な
っ
た
あ
の

人
が
、
最
後
に
届
け
た
か
っ
た
も
の
と
は

―
？
親
友
、
祖
母
、
初
恋
の
人
、
先
生
…
。

四
つ
の
小
包
が
想
い
を
繫
ぐ
、
心
揺
さ
ぶ

る
救
い
の
物
語
。

https://www.city.komoro.lg.jp/小 諸 市
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　江戸時代、追分宿は江戸と京（京都）を結ぶ中山道と追分宿
から越後国（新潟県）に至る北国街道の分岐点に位置し、交通
の要所として賑わった宿場町でした。
　企画展では、追分宿に残された宿場の資料により、江戸時
代にどのようにして旅をしていたのか紹介します。

　小諸高原美術館・白鳥映雪館の第１・２展示室では、桶田洋明・髙栁剛士の両名による具象絵画の
展覧会を開催中です。細部まで描かれた人物画や風景画は、画面の隅々まで見ごたえがあります。展
示作品のほかにも両作家の動画コーナーを併設してお
り、制作過程を知ることができます。この機会に是非
お立ち寄りください。

場　　所　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館
第１・第２展示室

観 覧 料　一般500円、小中学生250円
　　　　　（合わせて白鳥映雪館も観覧いただけます）
開館時間　午前9時～午後5時
６月の休館日　毎週月曜日

会　　期　７月15日（月・祝）まで　
開館時間　午前９時から午後5時（入館は午後4時30分まで）　
場　　所　追分宿郷土館
入 館 料　一般400円　小中高生200円
休 館 日　水曜日

問い合わせ先　追分宿郷土館（45）1466

問い合わせ先　小諸高原美術館・白鳥映雪館（26）2070 

「青い幻影」 桶田洋明 「陽春佐久平」 髙栁剛士

　渓斎英泉「木曽街道追分宿浅間山眺望」
追分宿郷土館　蔵

7月11日（木）まで開催

好評開催中
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